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次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

こ
の
協
定
の
適
用
上
、

⒜

「
認
め
ら
れ
た
者
」
と
は
、
一
方
の
締
約
国
政
府
の
国
の
管
轄
内
に
あ
る
個
人
又
は
団
体
で
あ
っ
て
、
当
該
一

方
の
締
約
国
政
府
に
よ
り
、
こ
の
協
定
の
下
で
の
協
力
（
核
物
質
、
核
物
質
で
は
な
い
資
材
、
設
備
及
び
技
術
を

供
給
し
、
又
は
受
領
す
る
こ
と
並
び
に
役
務
を
提
供
し
、
又
は
受
領
す
る
こ
と
を
含
む
。）を
行
う
こ
と
を
認
め
ら

れ
た
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
、
両
締
約
国
政
府
を
含
ま
な
い
。

⒝

「
核
物
質
」
と
は
、
次
に
規
定
す
る

原
料
物
質
又
は

特
殊
核
分
裂
性
物
質
を
い
う
。

原
料
物
質
と
は
、
次
の
物
質
を
い
う
。

ウ
ラ
ン
の
同
位
元
素
の
天
然
の
混
合
率
か
ら
成
る
ウ
ラ
ン

同
位
元
素
ウ
ラ
ン
二
三
五
の
劣
化
ウ
ラ
ン

ト
リ
ウ
ム

金
属
、
合
金
、
化
合
物
又
は
高
含
有
物
の
形
状
に
お
い
て
前
記
の
い
ず
れ
か
の
物
質
を
含
有
す
る
物
質

他
の
物
質
で
あ
っ
て
両
締
約
国
政
府
に
よ
り
合
意
さ
れ
る
含
有
率
に
お
い
て
前
記
の
物
質
の
一
又
は
二
以

上
を
含
有
す
る
も
の

両
締
約
国
政
府
に
よ
り
合
意
さ
れ
る
そ
の
他
の
物
質

特
殊
核
分
裂
性
物
質
と
は
、
次
の
物
質
を
い
う
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

ウ
ラ
ン
二
三
三

同
位
元
素
ウ
ラ
ン
二
三
三
又
は
二
三
五
の
濃
縮
ウ
ラ
ン

前
記
の
物
質
の
一
又
は
二
以
上
を
含
有
す
る
物
質

両
締
約
国
政
府
に
よ
り
合
意
さ
れ
る
そ
の
他
の
核
分
裂
性
物
質

特
殊
核
分
裂
性
物
質
に
は
、
原
料
物
質
を
含
ま
な
い
。

⒞

「
核
物
質
で
は
な
い
資
材
」
と
は
、
原
子
炉
に
お
い
て
使
用
す
る
物
質
で
あ
っ
て
こ
の
協
定
の
附
属
書
Ａ
の
Ａ

部
に
掲
げ
る
も
の
を
い
い
、
核
物
質
を
含
ま
な
い
。

⒟

「
設
備
」
と
は
、
原
子
力
活
動
に
お
け
る
使
用
の
た
め
に
特
に
設
計
し
、
又
は
製
作
し
た
主
要
な
機
械
、
プ
ラ

ン
ト
若
し
く
は
器
具
又
は
こ
れ
ら
の
主
要
な
構
成
部
分
で
あ
っ
て
、
こ
の
協
定
の
附
属
書
Ａ
の
Ｂ
部
に
掲
げ
る
も

の
を
い
う
。

⒠

「
技
術
」
と
は
、
核
物
質
、
核
物
質
で
は
な
い
資
材
又
は
設
備
の
開
発
、
生
産
又
は
使
用
の
た
め
に
必
要
な
特

定
の
情
報
を
い
う
。
た
だ
し
、
公
に
利
用
可
能
な
情
報
で
あ
っ
て
、
更
に
提
供
す
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
て
い
な
い

も
の
を
除
く
。
こ
の
特
定
の
情
報
は
、
技
術
的
資
料
の
形
式
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
よ
う
な
形
式
に
は
、
青

写
真
、
計
画
書
、
図
面
、
模
型
、
数
式
、
工
学
的
な
設
計
図
及
び
仕
様
書
、
説
明
書
並
び
に
指
示
書
で
あ
っ
て
、

書
面
に
よ
る
又
は
他
の
媒
体
若
し
く
は
装
置
（
デ
ィ
ス
ク
、
テ
ー
プ
、
読
取
専
用
の
メ
モ
リ
ー
等
）
に
記
録
さ
れ

た
も
の
を
含
む
。
ま
た
、
こ
の
特
定
の
情
報
は
、
技
術
援
助
の
形
態
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
よ
う
な
形
態
に

は
、
指
導
、
技
能
の
養
成
、
訓
練
、
実
用
的
な
知
識
の
提
供
及
び
諮
問
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。こ
の
特
定
の
情
報
は
、

形
態
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
、
並
び
に
両
締
約
国
政
府
の
合
意
に
よ
り
、
印
刷
物

又
は
電
子
的
な
形
態
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
こ
の
協
定
の
適
用
を
受
け
る
よ
う
に
指
定
さ
れ
、
及
び
文
書
化
さ
れ

る
。

⒡

⒠
に
い
う
「
開
発
」
と
は
、
設
計
、
設
計
の
研
究
、
設
計
の
解
析
、
設
計
の
概
念
、
試
作
体
の
組
立
て
及
び
試

験
、
試
験
生
産
に
係
る
計
画
、
設
計
用
の
資
料
、
設
計
用
の
資
料
か
ら
製
品
化
を
検
討
す
る
過
程
、
外
形
的
な
設

計
、
統
合
的
な
設
計
、
配
置
計
画
等
の
生
産
前
の
全
て
の
段
階
を
い
う
。

⒢

⒠
及
び
⒡
に
い
う
「
生
産
」
と
は
、
建
設
、
生
産
工
学
、
製
造
、
統
合
、
組
立
て
（
取
付
け
を
含
む
。）、検
査
、

試
験
、
品
質
保
証
等
の
核
物
質
若
し
く
は
核
物
質
で
は
な
い
資
材
を
生
産
し
、
又
は
設
備
を
製
作
す
る
た
め
の
全

て
の
活
動
を
い
う
。

⒣

⒠
に
い
う
「
使
用
」
と
は
、
運
転
、
据
付
け
（
現
場
へ
の
据
付
け
を
含
む
。）、
保
守
、
点
検
、
修
理
、
整
備
及

び
補
修
を
い
う
。

原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

条
約
第
二
十
五
号

原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定

日
本
国
政
府
及
び
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
（
以
下
「
両
締
約
国
政
府
」
と
い
う
。）は
、

日
本
国
と
イ
ン
ド
共
和
国
と
の
間
に
存
在
す
る
特
別
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
す
る
こ
と

を
希
望
し
、

原
子
力
が
、
安
全
な
、
環
境
を
害
し
な
い
及
び
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
提
供
し
、
並
び
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
に
も
貢
献
す
る
こ
と
に
留
意
し
、

日
本
国
及
び
イ
ン
ド
共
和
国
が
両
国
の
国
民
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
原
子
力
科
学
技
術
の
平
和
的
利
用

に
お
け
る
高
度
な
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
認
識
し
、

ま
た
、
両
国
が
イ
ー
タ
ー
国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
を
含
む
多
数
国
間
の
場
を
通
じ
て
こ
の
分
野
に
お
い
て
協

力
し
て
き
た
こ
と
を
認
識
し
、

日
本
国
が
千
九
百
六
十
八
年
七
月
一
日
に
作
成
さ
れ
た
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
の
当
事
国
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
し
、

日
本
国
及
び
イ
ン
ド
共
和
国
の
双
方
が
国
際
原
子
力
機
関
（
以
下
「
機
関
」
と
い
う
。）の
原
加
盟
国
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、

機
関
の
目
的
並
び
に
日
本
国
及
び
イ
ン
ド
共
和
国
の
そ
れ
ぞ
れ
に
適
用
さ
れ
る
機
関
の
保
障
措
置
制
度
に
対
す
る
両

国
の
支
持
並
び
に
平
和
的
目
的
の
た
め
の
原
子
力
の
開
発
及
び
利
用
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
協
力
に
お
け
る
機
関
の
重

要
性
を
再
確
認
し
、

科
学
的
な
取
組
、
運
転
経
験
及
び
原
子
力
産
業
が
従
う
最
良
の
慣
行
に
基
づ
く
放
射
線
及
び
原
子
力
の
安
全
の
最
高

水
準
を
達
成
し
、
並
び
に
放
射
線
及
び
原
子
力
の
全
て
の
応
用
に
お
け
る
利
用
が
放
射
線
作
業
員
の
健
康
、
公
衆
及
び

環
境
に
と
っ
て
安
全
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
そ
れ
ぞ
れ
の
誓
約
を
再
確
認
し
、

原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
核
不
拡
散
、原
子
力
の
安
全
及
び
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
両
国
の
誓
約（
効

果
的
な
国
内
の
輸
出
管
理
及
び
核
物
質
の
適
切
な
防
護
を
含
む
。）に
留
意
し
、

ま
た
、
主
権
の
尊
重
、
平
等
、互
恵
及
び
相
互
主
義
の
基
礎
の
上
に
両
国
間
の
協
力
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
し
、

安
定
性
、
信
頼
性
及
び
予
見
可
能
性
を
基
礎
と
し
て
平
和
的
目
的
の
た
め
の
原
子
力
の
開
発
及
び
利
用
に
お
け
る
両

国
間
の
十
分
な
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
、
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